
ふくおか県議会だより

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。 （注）12月定例会の会議録については、２月下旬に掲載される予定です。  http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp

2018年（平成30年）２月発行第25号 （2）

※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。　　※（　）は選挙区を記載

Ｑ　

相
次
ぐ
県
庁
職
員
の
不

祥
事
は
目
に
余
る
。
各
職
場

で
研
修
の
開
催
と
強
化
を
求

め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
当

に
不
祥
事
防
止
に
つ
な
が
る

の
か
。
厳
罰
主
義
こ
そ
現
時

点
で
最
も
望
ま
れ
る
知
事
の

政
治
姿
勢
で
は
な
い
か
。
本

県
の
停
職
処
分
は
最
高
６
カ

月
。
全
国
の
２
割
の
県
で
停

職
の
最
高
を
12
カ
月
と
し
て

効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
聞
く
。

Ａ　

８
月
以
降
、
不
祥
事
が

相
次
ぎ
、
県
行
政
の
ト
ッ
プ

と
し
て
責
任
を
痛
感
し
て
い

る
。
全
て
の
職
員
に
対
し
、

自
ら
の
行
動
を
厳
し
く
律
す

る
よ
う
訓
示
し
た
。
今
後
、

職
員
が
互
い
に
信
頼
し
合

い
、
高
い
公
務
員
倫
理
意
識

を
持
つ
よ
う
、
職
員
風
土
を

築
い
て
い
く
よ
う
心
掛
け
て

い
く
。
停
職
期
間
12
カ
月
へ

の
引
き
上
げ
は
、
免
職
と
合

わ
せ
て
幅
広
い
処
分
の
選
択

肢
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
条
例
改
正
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

民
生
委
員
は
無
報
酬
。

こ
の
時
代
、
人
材
確
保
は
至

難
の
業
で
あ
る
。
欠
員
を
埋

め
る
た
め
に
現
役
あ
る
い
は

Ｏ
Ｂ
の
県
職
員
に
民
生
委
員

の
ス
ス
メ
を
説
い
て
は
い
か

が
か
。

Ａ　

今
年
度
新
た
に
民
生
委

員
に
な
ら
れ
た
方
は
１
１
０

名
。
う
ち
８
名
が
県
、
教
職

員
、
県
警
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。
県

を
退
職
さ
れ
る
方
が
、
そ
れ

ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
生
か

し
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

は
、
大
変
有
意
義
で
あ
る
。

　

そ
の
活
動
内
容
や
や
り
が

い
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
平
成
26
年
度

か
ら
退
職
予
定
者
説
明
会

で
周
知
と
勧
誘
に
努
め
て

き
た
。
昨
年
度
か
ら
知
事
部

局
、
教
育
庁
、
県
警
本
部
の

全
所
属
に
対
し
、
こ
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
今
年
度

か
ら
は
現
役
の
50
歳
代
職
員

を
対
象
と
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
セ
ミ
ナ
ー
で
も
紹
介
し
て

い
る
。

Ｑ　

博
多
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
と
っ
て
本
年
９
月
に
開

催
さ
れ
た
「
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
」
へ
の
参
加
は
非
常

に
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
っ

た
が
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
の

実
力
差
も
実
感
し
た
。
所
見

と
今
後
の
対
応
は
。

Ａ　

生
産
者
組
織
が
「
共
進

会
」
へ
の
出
品
を
決
め
た
５

年
前
か
ら
、
全
て
の
生
産
者

を
対
象
に
飼
養
改
善
、
肉
質

向
上
の
た
め
の
技
術
指
導
、

現
地
検
討
会
を
行
っ
て
き
た

結
果
、
博
多
和
牛
の
５
等
級

の
割
合
は
５
年
前
の
１
割
か

ら
現
在
は
３
割
に
上
昇
。

　
「
共
進
会
」
で
本
県
の
代

表
牛
２
頭
の
う
ち
１
頭
は
５

等
級
に
格
付
け
さ
れ
た
も
の

の
最
高
位
の
優
秀
賞
の
獲
得

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
肥
育

技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
が
必

要
で
、
こ
の
５
年
間
で
得
た

発
育
状
況
調
査
に
基
づ
く
飼

養
改
善
の
徹
底
、
優
秀
な
繁

殖
雌
牛
の
血
統
の
絞
り
込
み

が
重
要
。
引
き
続
き
関
係
者

と
一
体
と
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の

被
災
者
の
救
援
、
災
害
復

旧
・
復
興
支
援
を
実
施
す
る

県
と
被
災
市
町
村
に
は
多
額

な
財
政
需
要
が
生
じ
る
た

め
、
特
別
交
付
税
の
確
保
が

大
変
重
要
で
あ
る
。
特
別
交

付
税
の
配
分
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

少
し
で
も
多
く
の
特
別

交
付
税
が
配
分
さ
れ
る
よ

う
、
国
に
県
議
会
と
要
望
し

て
き
た
。
特
別
交
付
税
は
年

２
回
、
12
月
と
３
月
に
交
付

さ
れ
、
12
月
分
の
交
付
決
定

が
な
さ
れ
た
。
災
害
復
旧
事

業
費
や
災
害
救
助
費
、
災
害

廃
棄
物
処
理
費
な
ど
の
災
害

関
連
経
費
が
算
定
の
基
礎
と

な
っ
た
た
め
、
昨
年
度
に
比

べ
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

　

県
分
は
45
億
３
１
０
０
万

円
で
昨
年
度
に
比
べ
25
億 

９
９
０
０
万
円
の
増
、
朝
倉

市
は
35
億
３
８
０
０
万
円
で

34
億
７
１
０
０
万
円
の
増
、

東
峰
村
は
５
億
３
５
０
０
万

円
で
、
５
億
７
０
０
万
円
の

増
、
添
田
町
は
９
３
０
０
万

円
で
３
５
０
０
万
円
の
増
。

３
月
分
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

今
回
の
災
害
で
発
生
し

た
大
量
の
土
砂
は
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
の
た
め
迅
速

に
処
理
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。

Ａ　

本
格
的
な
復
旧
・
復
興

工
事
の
進し
ん

捗ち
ょ
くに
伴
い
、
今

後
、
大
量
の
土
砂
の
処
理
が

必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
流
木
対
策
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
き
た
県
の
対

策
会
議
を
拡
大
・
強
化
し
、

11
月
10
日
、
関
係
部
局
に
よ

る
「
流
木
・
土
砂
対
策
会
議
」

を
設
置
し
た
。

　

朝
倉
市
と
東
峰
村
で
進
め

ら
れ
て
い
る
復
興
計
画
の
策

定
状
況
も
十
分
踏
ま
え
な
が

ら
、
こ
の
対
策
会
議
で
①
土

砂
の
仮
置
き
場
の
確
保
②
公

共
工
事
や
復
興
事
業
に
お
け

る
土
砂
の
有
効
活
用
③
土
砂

処
分
場
な
ど
処
分
先
の
確
保

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討

を
進
め
、
土
砂
対
策
に
全
力

で
取
り
組
む
。

Ｑ　

不
動
産
登
記
簿
等
の
所

有
者
台
帳
に
よ
り
所
有
者
が

直
ち
に
判
明
し
な
い
、
判
明

し
て
も
所
有
者
に
連
絡
が
つ

か
な
い
、
い
わ
ゆ
る
所
有
者

不
明
土
地
の
本
県
の
現
状

は
。

Ａ　

国
土
交
通
省
の
「
平
成

28
年
度
地
籍
調
査
に
お
け
る

土
地
所
有
者
等
に
関
す
る
調

査
」
の
際
、
本
県
で
は
２
万 

５
８
６
７
筆
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
不
動
産
登
記
簿

上
で
所
有
者
の
所
在
が
直
ち

に
確
認
で
き
な
い
土
地
は

２
３
７
３
筆
で
、約
９
・
２
％

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
の

20
・
１
％
と
比
べ
る
と
約
半

分
だ
が
、
高
齢
化
に
伴
う
相

続
の
増
加
に
よ
り
今
後
も
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
土
地
の
増
加
は
、

公
共
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

土
地
利
用
の
停
滞
、
不
適
切

な
管
理
に
よ
る
生
活
環
境
の

悪
化
、
防
犯
・
防
災
へ
の
支

障
な
ど
に
つ
な
が
る
の
で
、

憂
慮
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

Ｑ　

防
災
上
の
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
県
内

34
市
町
村
で
80
カ
所
の
「
防

災
重
点
た
め
池
」
が
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
九
州
北
部
豪

雨
で
は
指
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
朝
倉
市
の
「
山
の

神
た
め
池
」
の
堤
防
が
決
壊

し
、
下
流
域
で
３
人
が
亡
く

な
っ
た
。「
防
災
重
点
た
め

池
」
の
選
定
を
見
直
す
べ
き

で
あ
る
。

Ａ　

今
回
の
記
録
的
な
豪
雨

で
、朝
倉
市
で
11
カ
所
の「
た

め
池
」
が
決
壊
、
流
失
と
い

う
重
大
な
被
害
を
受
け
た
。

発
災
後
の
調
査
で
、
決
壊
し

た
「
た
め
池
」
で
は
水
位
調

整
を
行
う
洪こ
う

水ず
い

吐ば
き

の
能
力
を

上
回
る
流
入
と
、
大
量
の
土

砂
や
流
木
に
よ
る
洪
水
吐
の

閉へ
い

塞そ
く

を
確
認
。
安
全
性
の
確

保
に
は
洪
水
吐
の
規
模
・
構

造
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

「
た
め
池
」
を
対
象
に
、
市

町
村
と
の
協
議
等
を
踏
ま
え

「
防
災
重
点
た
め
池
」
の
選

定
を
見
直
し
て
い
く
。

Ｑ　

５
月
28
日
に
嘉
麻
市
の

産
業
廃
棄
物
中
間
処
分
場
で

発
生
し
た
大
規
模
火
災
に
関

連
し
、
当
会
派
が
求
め
た
中

間
処
理
業
者
３
４
５
事
業
所

に
対
す
る
総
点
検
は
９
月

７
日
に
完
了
し
た
。
そ
の
結

果
、
４
事
業
所
が
法
定
保
管

量
を
超
過
し
て
違
法
に
過
積

み
し
て
い
る
こ
と
が
新
た
に

判
明
し
た
が
、
過
積
み
は
解

消
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

県
内
の
中
間
処
理
業
者

に
対
す
る
保
管
状
況
調
査
で

過
剰
保
管
が
確
認
さ
れ
た
４

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
継
続

的
に
立
ち
入
り
検
査
を
行

い
、
事
業
者
に
対
し
て
早
急

に
改
善
す
る
よ
う
強
く
指
導

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ

れ
ま
で
に
３
事
業
所
で
過
剰

保
管
が
解
消
さ
れ
、
残
る
１

事
業
所
も
新
た
な
廃
棄
物
の

受
け
入
れ
を
停
止
さ
せ
て
い

る
。
保
管
量
も
減
少
し
て
き

て
お
り
、
早
期
の
解
消
に
向

け
て
引
き
続
き
指
導
し
て
い

く
。

Ｑ　

本
県
は
「
学
童
期
む
し

歯
予
防
推
進
事
業
」
を
実
施

す
る
以
前
よ
り
、
長
年
に
わ

た
っ
て
小
学
校
で
む
し
歯
予

防
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
認

識
し
て
い
る
。
教
育
長
に
そ

の
成
果
と
課
題
を
尋
ね
る
。

Ａ　

小
学
校
で
の
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
な
ど
の
取
り
組
み

に
加
え
、
生
活
環
境
や
保
護

者
の
意
識
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
本
県
の
12
歳
児
の
む
し

歯
の
平
均
本
数
は
平
成
18

年
度
で
１
・
６
本
だ
っ
た
の

が
、
28
年
度
は
１
・
１
本
と

減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
全

国
の
状
況
は
28
年
度
で
０
・

84
本
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

平
均
と
比
較
す
る
と
本
県
は

多
く
、
課
題
が
あ
る
。

　

給
食
後
に
歯
磨
き
が
実
施

さ
れ
て
い
る
学
校
の
割
合
が

約
４
割
に
と
ど
ま
る
な
ど
、

学
校
間
で
取
り
組
み
に
差
が

あ
り
、
各
学
校
で
の
む
し
歯

予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を

総
合
的
に
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

Ｑ　

国
の
認
知
症
対
策
の

「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」に
基

づ
き
、
今
年
度
中
に
全
市
町

村
で
の
設
置
が
目
標
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
本
県

に
お
け
る
設
置
状
況
と
活
動

状
況
を
尋
ね
る
。

Ａ　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る
県

内
の
市
町
村
は
本
年
10
月
現

在
48
で
、
来
年
４
月
ま
で
に

全
市
町
村
で
設
置
さ
れ
る
見

込
み
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、
家
族

等
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
専

門
職
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

員
会
議
で
個
別
の
支
援
方
針

を
決
定
し
、
家
庭
訪
問
や
か

か
り
つ
け
医
と
の
調
整
・
相

談
を
重
ね
な
が
ら
集
中
的
に

本
人
と
家
族
の
自
立
生
活
を

支
援
し
て
い
る
。
活
動
が
効

果
的
に
進
む
よ
う
、
チ
ー
ム

の
要
と
な
る
サ
ポ
ー
ト
医
を

養
成
し
、
市
町
村
職
員
や
医

師
等
の
専
門
職
を
対
象
に
支

援
の
進
め
方
や
先
進
事
例
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
補
正

予
算
が
組
ま
れ
て
50
日
余
り

に
な
る
。
事
業
の
実
績
を
伺

う
。

Ａ　

県
は
災
害
発
生
直
後

か
ら
被
災
地
の
要
望
に
沿

い
、
飲
料
水
や
食
糧
、
生
活

用
品
の
提
供
や
、
空
調
機
器

の
設
置
を
行
っ
た
。
住
宅
全

壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
人

に
は
、
市
町
村
と
連
携
し
公

営
住
宅
85
戸
を
一
時
的
な
避

難
場
所
と
し
て
提
供
し
た

ほ
か
、
応
急
仮
設
住
宅
と
し

て
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り

上
げ
、
２
７
８
戸
を
提
供

し
た
。
ま
た
朝
倉
市
、
東
峰

村
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き

１
０
７
戸
の
仮
設
住
宅
を
建

設
。
公
営
住
宅
や
応
急
仮
設

住
宅
の
入
居
者
に
は
寝
具
な

ど
の
生
活
物
資
を
届
け
た
。

　

自
宅
や
仮
設
住
宅
等
で
生

活
す
る
被
災
者
に
対
す
る
巡

回
に
よ
る
見
守
り
や
相
談
体

制
の
整
備
も
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
朝
倉
市
が
計
画
し
て

い
る
「
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
厚
生
労
働

省
と
補
助
の
採
択
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
、
長
時
間
勤
務
の
実

態
を
把
握
し
た
上
で
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
変
革
す
べ
き
と

思
う
が
、
そ
の
方
針
と
決
意

を
伺
う
。

Ａ　

本
年
７
月
に
教
育
庁
関

係
各
課
で
教
職
員
の
働
き
方

改
革
を
検
討
す
る
組
織
を
設

置
。
情
報
機
器
を
使
っ
た
客

観
的
か
つ
正
確
な
教
職
員
の

勤
務
時
間
を
把
握
す
る
仕
組

み
の
導
入
や
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
活
用
等
、「
チ
ー
ム
学
校
」

の
観
点
を
含
め
た
、
教
員
の

勤
務
実
態
に
適
し
た
方
法
に

よ
り
、
実
効
性
あ
る
負
担
軽

減
策
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
今
年
度
中
に
策

定
予
定
の
教
職
員
働
き
方
改

革
の
指
針
に
盛
り
込
み
、
来

年
度
か
ら
真し
ん

摯し

に
実
行
し
て

い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

片
岡  

誠
二  

（中間市）

民
進
党
・
県
政
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

野
田  

稔
子  

（八女市・八女郡）

公
明
党

公
明
党

西
尾  

耕
治  

（糟屋郡）

緑
友
会

緑
友
会

小
河  

誠
嗣  

（うきは市）


